
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

見直しのイメージ（平成 23 年試験問題を例にした場合）

構造計画及び架構計画について、さら

に実務に即した内容を詳細に理解し

ているかを確認するために、従来の２

階床伏図兼１階小屋伏図に加えて、例

えば、新たに軸組図や２階小屋伏図等

を作図する内容を付加した出題とし、

伏図や軸組図の計画内容が適正であ

るかどうかを評価しやすくするため

に、１階平面図の「柱の位置」及び「通

し柱」を答案用紙の１階平面図にあら

かじめ与えた出題とする。 

設計課題 
「設計課題（設計対象の

建築物）」については、試

験内容の見直しに当たっ

て、受験者に過度の負担

を強いることのないよう

にする観点から、小規模

で、かつ、できるだけシ

ンプルな建築物の設計課

題とする。 

柱杖図については、従来はあらかじめ

与えていた柱杖を、受験者自らが作図

することに改め、凡例に従って合印及

び所定の寸法を作図する出題形式と

する。また、従来の寸法に加えて、新

たに床高、軒高等を要求する。 


